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いただきますいただきます



初めての田植え（玉川第一小学校）

打て！ホームラン！（玉川中学校）

シャボン玉とんだ～屋根までとんだ～♫
（認定こども園たまかわクックの森）

鼓笛パレード（須釡小学校）

初夏の風景

（2）令和４年７月14日 議 会 だ よ り



（3） 令和４年７月14日議 会 だ よ り

玉川村議会 ６月定例会
審議議案と各議員の賛否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成のため賛否は省略しました。

番　号 件　　名 採
決 内　容　等

報告第 1 号 繰越明許費について（令和３年度一般会計） ― ７ページに記載

報告第 2 号 繰越明許費について（令和３年度農業集落排水事
業特別会計） ― 　　〃

議案第25号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度一般会計補正予算（第 8号）専決第１号） 承認 ６ページに記載

議案第26号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度介護保険特別会計補正予算（第４号）専決第２号） 承認 　　〃

議案第27号
専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）専
決第３号）

承認 　　〃

議案第28号
専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
専決第４号）

承認 　　〃

議案第29号 専決処分の承認を求めることについて（税条例等
の一部を改正する条例、専決第５号） 承認 　　〃

議案第30号

専決処分の承認を求めることについて（地方活力
向上地域における固定資産税の課税免除及び不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例、専決
第６号）

承認 　　〃

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて
（令和4年度一般会計補正予算（第1号）専決第７号） 承認 　　〃

議案第32号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可決 現状の職務内容に合わせ、政策主幹等の職務

を削除するなどの改正

議案第33号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例について 可決 人事院規定の改正による非常勤職員の育児休

業の取得要件の緩和などの改正

議案第34号
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少した被保険者等に係る国民健康保険税の減免に
関する条例の一部を改正する条例について

可決 令和 4年度も国保税を減免とする改正

議案第35号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい
て 可決 保険税課税の医療分基礎課税額等の按分率を

改正

議案第36号 令和４年度一般会計補正予算（第 2号）について 可決 ４ページに記載

議案第37号 令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
について 可決 令和４年度の事業費納付金決定と保険税算定

結果に基づく補正

請願第 2 号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書 採択 14 ページに記載

請願第 3 号
「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書

採択 　　〃

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　６月定例会の傍聴人数　２人（令和４年累計傍聴人数31人）

次回の定例会９月中旬を予定



一般会計補正 予算を可決一般会計補正 予算を可決 あらまし
　
玉
川
村
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
か

ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

専
決
処
分
７
件
、
報
告
２
件
、
条
例
の
一
部

改
正
４
件
、
４
年
度
補
正
予
算
２
件
、
請
願
２

件
を
審
議
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村

執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。令和４年度玉川村一般会計

補正予算（第２号）
令和４年度補正予算については、一般会計と国民
健康保険特別会計の審議が行われた。

塩
澤
議
員　

商
工
振
興
費

補
助
金
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
補
助
金
３
，
３
４

２
万
円
と
通
常
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
と
の
違
い
は
。
一

般
販
売
と
あ
る
が
、
そ
の
目

的
は
。
一
般
販
売
の
場
合
一

人
10
セ
ッ
ト
と
な
る
が
、
早

い
者
勝
ち
の
販
売
方
法
で
並

ん
だ
人
が
買
え
る
方
法
は
。

産
業
振
興
課
長　

今
回
の
補

正
予
算
は
、
販
売
す
る
も
の

で
は
な
く
、一
人
当
た
り
５
，

０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
発

行
す
る
た
め
の
費
用
と
手
数

料
、
印
刷
費
等
の
経
費
で
、

各
個
人
に
郵
送
す
る
も
の
で

あ
る
。

塩
澤
議
員　

今
回
は
一
般

販
売
は
な
い
と
理
解
し
て
よ

い
か
。

産
業
振
興
課
長　

今
回
の
商

品
券
の
一
般
販
売
は
な
い

が
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て

い
る
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
は
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。

塩
澤
議
員　

早
い
者
勝
ち

の
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長　
村
民
に
広

く
渡
る
よ
う
一
人
２
セ
ッ
ト

で
先
行
販
売
し
、
残
っ
た
も

の
を
一
般
販
売
し
て
い
る
。

小
林
議
員　

自
動
ド
ア
改

修
工
事
２
５
１
万
円
と
あ
る

が
、
ど
こ
か
。
北
庁
舎
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
組
み
込
ま

れ
な
い
で
、
今
回
の
補
正
と

な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

本
庁
の
正
面

玄
関
。
財
源
も
限
ら
れ
て
い

る
の
で
優
先
順
位
を
つ
け

て
、
今
回
、
国
か
ら
の
交
付

金
を
充
当
し
て
改
修
す
る
。

小
林
議
員　

緊
急
性
が
な

け
れ
ば
６
月
の
補
正
は
避
け

る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

な
ぜ
補
正
に
上
げ
る
の
か
。

総
務
課
長　

正
面
玄
関
は

高
齢
者
の
方
が
重
く
て
開
け

に
く
い
と
の
話
が
あ
り
緊
急

性
が
あ
る
と
考
え
る
。
財
源

が
確
保
で
き
た
の
で
改
修
す

る
。

（4）令和４年７月14日 議 会 だ よ り

［
質
　
疑
］

自動ドアに改修される正面玄関



一般会計補正 予算を可決一般会計補正 予算を可決
小
林
議
員　

子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
４
５

０
万
円
の
対
象
世
帯
数
と
給

付
額
は
。

健
康
福
祉
課
長　

対
象
世
帯

を
こ
れ
か
ら
抽
出
す
る
た

め
、
正
確
な
世
帯
数
と
人
数

は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
給
付

金
の
対
象
は
非
課
税
世
帯
の

み
で
、
人
数
は
90
名
ほ
ど
を

見
込
ん
で
い
る
。
給
付
の
額

は
子
ど
も
一
人
当
た
り
５
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

小
林
議
員　

給
食
費
負
担

軽
減
補
助
金
１
，
０
３
６
万

円
。
小
学
校
５
，０
０
０
円
、

中
学
校
５
，
６
０
０
円
、
そ

の
２
分
の
１
の
補
助
、
実
施

は
い
つ
か
。

教
育
課
長　

来
月
７
月
か

ら
実
施
す
る
。

大
和
田
議
員　

給
食
費
の

負
担
金
１
，
０
３
６
万
円
の

２
分
の
１
の
補
助
を
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
い
つ
ま
で

補
助
す
る
の
か
。
予
算
が
な

く
な
れ
ば
補
助
は
出
さ
な
い

と
な
る
の
で
、
村
と
し
て
十

分
検
討
す
る
の
か
。

村
長　

村
と
し
て
は
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
の
一
環
の

補
助
と
し
て
検
討
し
た
。
コ

ロ
ナ
補
助
金
と
し
て
３
月
ま

で
だ
が
、
来
年
度
に
つ
い
て

は
、
翌
年
の
予
算
編
成
で
検

討
す
る
。

林
議
員
　

予
防
接
種
委

託
料
１
，
２
０
１
万
円
に
つ

い
て
、
２
つ
の
医
院
を
使
っ

て
い
る
が
、
そ
の
割
り
振
り

方
は
。

健
康
福
祉
課
長　

集
団
接
種

の
場
合
は
、
２
箇
所
平
等
に

割
り
振
り
し
て
い
る
。
65
歳

以
上
２
，
０
４
０
名
、
18
～

59
歳
１
７
０
名
、
60
～
64
歳

４
０
０
名
で
あ
る
。

林
議
員
　

農
業
機
械
共

同
利
用
促
進
支
援
事
業
補
助

金
50
万
円
、
担
い
手
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金
３
０
０
万

円
に
つ
い
て
、
購
入
費
の
上

限
は
い
く
ら
で
、
何
人
分
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

機
械
を
共

同
購
入
し
た
場
合
は
30
％
で

上
限
50
万
円
。
担
い
手
づ
く

り
も
購
入
の
30
％
で
１
０
０

万
円
の
上
限
。
回
覧
で
周
知

し
た
と
こ
ろ
、
当
初
予
算
以

上
の
申
込
み
が
あ
り
、
そ
の

要
因
は
機
械
の
値
上
げ
が
予

想
さ
れ
る
た
め
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
た

め
。林

議
員
　

教
育
総
務
費

修
繕
料
36
万
円
は
ど
こ
の
部

分
か
。

教
育
課
長　
給
食
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
。
３
月
16
日
に
発
生

し
た
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

壁
や
ク
ラ
ッ
ク
の
張
替
え
、

天
井
の
補
修
で
あ
る
。

（5） 令和４年７月14日議 会 だ よ り

給食風景

地震により被災した給食センター



専決処分した令和３年度及び令和４年度補正予算

専決処分した条例の一部を改正する条例

※金額は万円未満切り捨て

年度 項　目 内　容 補正額 総　額

令和３年度

一般会計（第８号） 地方交付税等の確定 6,559万円 49億9,070万円

介護保険特別会計（第４号） 介護給付費国庫負担金等の確定 △1,663万円 6億9,175万円

後期高齢者医療特別会計（第３号） 保険料収納実績の確定 △15万円 6,222万円

農業集落排水事業特別会計（第３号） 下水道使用料等の確定 △87万円 2億6,460万円

令和４年度 一般会計（第１号） 3月16日発生福島県沖地震による
被災住宅修理支援事業等 612万円 47億1,012万円

項　目 内　容

税条例等の一部を改正する条例 個人住民税における住宅ローン控除の特例の延長、各種申
告手続きの簡易化などの改正

地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例

地方再生法で定める地方活力向上地域等特定業務施設整備
計画の認定期限等変更

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
の
ほ

か
３
会
計
、
令
和
４
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

の
専
決
処
分
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
玉
川
村
税
条
例
の

一
部
、
玉
川
村
地
方
活
力
向

上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
及
び
不
均
一

課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部

も
、
同
時
に
専
決
処
分
に
よ

り
改
正
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
、
議
会
を
招
集

す
る
時
間
が
な
か
っ
た
た

め
、
専
決
処
分
を
お
こ
な
っ

た
も
の
。

　

専
決
処
分
さ
れ
た
額
、
内

容
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お

り
。 専

決
処
分

専決処分とは
　議会の権限に属する事項について、村長が議会に代わって意思決定を行うこと。
　議会の承認が必要。

（6）令和４年７月14日 議 会 だ よ り

地震で被災した家屋仮置場に搬入された災害廃棄物



　

一
般
会
計
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
の
２

件
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 繰

越
明
許

　 　　何らかの事情でその年度内に支出を終了することが
できない経費について、特別に、翌年度１年間に限り
繰越して使用することができるもので、議会への報告
が必要。

令和３年度から繰越した事業（農業集落排水事業特別会計） （単位：千円）

費目 事　業　名 繰越額

財　源　内　訳

既収入
特定財源

未収入特定財源
一般財源

国県支出金 地方債 その他

事 業 費 地方創生汚水処理施設整備推進交付金事業 15,600 － 7,870.5 6,900 － 829.5

令和３年度から繰越した事業（一般会計）

繰越明許費とは

（単位：千円）

費目 事　業　名 繰越額

財　源　内　訳

既収入
特定財源

未収入特定財源
一般財源

国県支出金 地方債 その他

総 務 費
公共施設等総合管理計画改訂事業 2,750 － － － － 2,750

社会保障・税番号制度システム整備事業 2,607 － 2,607 － － －

民 生 費
非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業 13,098 － 13,098 － － －

子育て世帯に対する臨時特別給付金事業 800 － 800 － － －

農林水産業費

ため池緊急浚渫事業 112,752 － － 112,700 － 52

農業水利施設緊急自然災害防止対策事業 27,106 － － 27,000 － 106

農地耕作条件改善事業 18,800 － 11,887 － 2,325 4,588

国営造成施設維持管理適正化事業 2,220 100 － 1,900 － 220

森林再生事業 48,325 － 40,205 － － 8,120

土 木 費

河川緊急浚渫事業 42,030 － － 41,100 － 930

公共土木施設緊急自然災害防止対策事業 10,000 － － 10,000 － －

社会資本整備総合交付金事業 95,602 － 48,673 41,800 － 5,129

道路メンテナンス事業 2,399 － 1,197 － － 1,202

（7） 令和４年７月14日議 会 だ よ り
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答　
統
合
に
よ
り
生
徒
数

が
増
加
し
、
学
習
面
で
は
多

様
な
考
え
方
を
基
に
し
た
学

び
合
い
学
習
が
深
ま
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
面
で
も
、
お
互
い

を
高
め
あ
い
部
活
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

昨
年
度
の
中
体
連
県
南
大

会
で
は
、
剣
道
部
女
子
の
初

優
勝
や
、
陸
上
部
、
卓
球
部

の
県
大
会
出
場
に
つ
な
が
る

な
ど
、
活
躍
が
見
ら
れ
た
。

	
	

問　
『
ヨ
ッ
ジ
夏
期
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
』
を
企
画
し
て
は
ど

う
か
。
中
学
生
を
対
象
に
、

夏
休
み
に
ヨ
ッ
ジ
に
宿
泊
し

玉
川
大
学
の
学
生
に
講
師
を

お
願
い
し
て
講
座
を
開
く
内

容
で
す
。
参
加
者
の
学
力
向

上
、
目
標
の
明
確
化
。
更
に

は
他
の
生
徒
に
対
し
て
も
、

来
年
は
自
分
も
参
加
す
る
ぞ

と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
な
る
。		

答　

	

特
色
あ
る
玉
川
村
の

教
育
と
し
て
具
体
的
に
内
容

を
詰
め
実
施
に
向
け
検
討
し

た
い
。

て
子
供
の
教
育
環
境
が
悪
い

23
・
３
％
、
③
玉
川
村
づ
く

り
と
し
て
「
子
供
の
保
育
、

教
育
環
境
が
充
実
し
た
教
育

の
村
」
を
期
待
す
る
の
は
、

20
代
で
39
・
１
％
、
30
代
で

48
・
１
％
の
村
民
が
最
優
先

と
考
え
て
い
る
。

　

若
年
層
の
定
住
促
進
、
移

住
の
誘
導
に
は
教
育
環
境
の

整
備
が
大
き
な
課
題
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

	
	

	

問　
教
育
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

方
策
を
進
め
て
い
る
の
か
。	

答　
子
供
達
の
将
来
が
経

済
状
況
な
ど
に
よ
り
左
右
さ

れ
な
い
よ
う
に
支
援
の
充
実

を
図
る
。
複
雑
、
多
様
な
課

題
に
対
応
出
来
る
様
に
指
導

力
向
上
。
学
校
、
家
庭
、
地

域
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
の
整
備
、充
実
を
図
る
。

	
	

	
	

問　
玉
川
中
学
校
が
開
校

し
３
年
目
を
迎
え
た
。
こ
の

２
年
間
で
、
活
躍
、
実
績
で

特
筆
す
る
も
の
は
何
か
。

熱闘中体連　玉川中vs表郷中

写真提供：フォト吉田写真提供：フォト吉田

問　
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
出
発
点
は

挨
拶
の
出
来
る
人
間
性
だ
と

思
う
。
学
校
で
は
、
挨
拶
に

ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。		

　

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
①
移
住
先
に
求
め
る

条
件
と
し
て
、
学
力
、
知

力
の
向
上
が
出
来
る
教
育
環

境
26
・
８
％
、
②
玉
川
村
民

が
村
外
に
出
た
い
理
由
と
し

Ｑ人口減少対策と
　教育環境は
Ａ支援充実、指導力向上

連携体制の整備

一
般
質
問

須
す ど う

藤安
やすあき

昭 議員

答　
学
校
内
で
の
挨
拶
は

素
晴
ら
し
い
。
特
に
中
学
校

で
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
会

釈
、
挨
拶
す
る
活
動
を
し
て

い
る
。
日
常
生
活
の
中
で
生

か
せ
る
よ
う
、
更
な
る
指
導

を
す
る
。
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竜
崎
地
区
の
ハ
ウ
ス
移
転
の

説
明
会
は
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
に
な
っ
て
い
る
。

問　
説
明
を
集
会
所
等
を

使
っ
て
や
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　
職
員
の
強
化
に
よ
り

４
人
体
制
に
な
っ
た
の
で
、

区
長
と
相
談
し
て
考
慮
し
た

い
。

問　
国
や
県
と
の
協
議
の

報
告
は
逐
一
あ
る
の
か
。

答　
県
か
ら
の
報
告
は
あ

る
。

問　
報
告
の
開
示
は
で
き

る
の
か
。

答　
開
示
で
き
る
が
、
ま

だ
報
告
が
来
た
ば
か
り
な
の

で
わ
か
ら
な
い
。

問　
３
月
末
の
説
明
会
に

も
村
長
の
出
席
が
な
か
っ
た

よ
う
だ
が
、（
12
月
の
議
会

で
必
要
に
応
じ
て
出
席
す
る

と
の
答
弁
を
得
て
い
る
）
こ

の
説
明
会
は
必
要
な
も
の
で

は
な
い
の
か
。

答　
そ
う
と
ら
え
て
も
ら
っ

て
結
構
で
す
。

　

但
し
、
集
団
を
形
成
す
る

案
件
は
、
国
が
主
体
と
な
っ

て
代
替
地
の
整
備
を
行
う
。

現
在
農
振
除
外
は
、
国
が
県

と
協
議
し
て
い
る
。

問　
原
作
田
４
ha
へ
の
建

設
予
定
戸
数
は
。

答　
予
定
戸
数
は
お
よ
そ

40
、
50
戸

問　
計
画
図
を
作
る
予
定

は
。

答　
移
転
希
望
者
の
必
要

面
積
の
概
数
を
把
握
、
土
地

所
有
者
の
意
向
確
認
後
、
測

量
、計
画
図
の
検
討
を
す
る
。

問　
道
路
分
を
入
れ
た
ら

そ
の
戸
数
は
、
無
理
と
思
う

が
。

答　
ま
だ
測
量
を
し
て
い

な
い
の
で
決
定
で
は
な
い
。

問　
測
量
は
い
つ
か

答　
村
の
予
算
で
お
こ
な

う
予
定
で
い
た
が
、
国
が
整

備
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

時
期
は
わ
か
ら
な
い
。

問　
村
で
は
、
３
月
の
説

明
会
、
４
月
の
報
道
前
い

つ
頃
こ
の
情
報
を
知
っ
た
の

か
。

答　
３
月
の
説
明
会
の
通

知
は
３
月
10
日
に
受
け
て
い

る
。
４
月
の
報
道
に
つ
い
て

一
般
質
問

は
、
３
月
末
の
説
明
会
の
時

点
で
内
容
の
確
認
を
し
た
。

問　
対
策
室
の
こ
れ
ま
で

の
対
応
は
。

答　
４
月
14
日
に
村
単
独

で
福
島
河
川
国
道
事
務
所
に

要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

６
月
９
日
に
３
町
村
長
合

同
で
県
に
対
し
要
望
書
提
出

（
遊
水
地
区
内
の
道
路
、
橋

梁
、
管
理
、
上
流
の
治
水
対

策
に
つ
い
て
）
し
た
。

　

庁
内
で
は
４
月
か
ら
県
職

員
１
名
の
派
遣
を
受
け
て
体

制
強
化
を
図
っ
た
。

問　
村
独
自
で
３
地
区
住

民
集
会
の
予
定
は
あ
る
か
。

答　
現
時
点
で
は
な
い
。

		問　
原
作
田
地
区
内
に
決

定
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　
令
和
２
年
１
月
７
日

付
で
竜
崎
区
よ
り
要
望
書
と

し
て
上
が
っ
た
の
で
重
要
な

案
件
と
考
え
た
。

問　
農
振
除
外
に
つ
い
て
、

回
答
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　
県
か
ら
の
回
答
は
、

県
中
農
林
事
務
所
と
宅
地
移

転
候
補
地
に
つ
い
て
継
続
的

に
、
意
見
交
換
、
協
議
を
し

て
い
る
。

		

国
か
ら
の
回
答
（
口
頭
で
）

農
振
除
外
の
、
個
別
案
件
は

現
行
法
に
基
づ
く
除
外
申
請

を
行
う
こ
と
。

Ｑ村の遊水地計画地への
取り組みは

Ａ国や県と意見交換や
協議をしている

林
はやし

　芳
よ し こ

子 議員

問　
当
時
の
地
権
者
へ
の

内
諾
を
、
今
回
当
該
地
区
の

議
員
２
名
が
歩
い
た
の
は
な

ぜ
か
。

答　
地
区
か
ら
上
が
っ
た

も
の
で
村
か
ら
の
要
望
で
は

な
い
の
で
、
地
区
代
表
と
な

る
議
員
に
確
認
し
て
も
ら
っ

た
。

問　
４
月
１
日
付
で
、
遊

水
地
対
策
室
に
県
職
員
が
派

遣
さ
れ
た
が
、
村
か
ら
の
要

望
か
、
県
か
ら
の
派
遣
か
位

置
付
け
は
。

答　
村
か
ら
県
へ
要
請
し
、

派
遣
さ
れ
た
も
の
で
、
期

間
は
２
年
。
派
遣
職
員
に

は
一
定
程
度
の
権
限
を
付

与
し
て
い
る
。
役
職
は
対

策
室
主
幹
。

問　
職
員
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
土
、
日
の
対
応
は

で
き
な
い
の
か
。

答　
や
る
予
定
は
な
い
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
十
分

や
っ
て
い
る
。

問　
地
権
者
の
殆
ど
が
高

齢
者
で
あ
る
と
思
う
が
、
な

ぜ
夜
の
説
明
会
な
の
か
。

答　
今
後
や
る
予
定
の
中
、

遊水地計画地
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天
候
や
気
温
、
開
催
さ
れ
る

事
業
を
考
慮
し
、
柔
軟
に
検

討
す
る
。

問　
第
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
応
は
。

答　
現
時
点
に
お
け
る
接
種

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
65
歳

以
上
の
方
は
、
８
月
上
旬
に
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
及

び
、
18
歳
以
上
の
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
は
、
８
月
下
旬

に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
予

約
不
要
、
日
時
指
定
の
地
域

割
制
に
よ
る
集
団
接
種
を
予

定
し
て
い
る
。

問　
玉
川
村
の
感
染
者
が
増

え
た
要
因
は
な
ぜ
か
。

答　
第
６
波
で
、
10
歳
未
満

の
子
ど
も
の
感
染
者
が
増
え

た
た
め
、
同
居
家
族
に
感
染

が
拡
大
し
た
。

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
区
と
し

て
選
手
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
開
催
方
法
、
競
技
種

目
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　
参
加
し
や
す
い
事
業
内
容

を
、
村
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
団

体
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

問　
地
元
の
消
防
分
団
よ
り
、

消
防
屯
所
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の

要
望
が
あ
る
が
、
災
害
対
応
の

拠
点
施
設
で
あ
る
屯
所
に
設
置

で
き
な
い
か
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
設
置
の

検
討
は
し
な
い
。

問　
屯
所
は
小
さ
い
部
屋
で
あ

る
し
、
消
防
団
員
に
な
っ
て
く

れ
る
方
も
減
少
し
て
い
る
。
そ

れ
位
の
予
算
確
保
は
難
し
い
の

か
。

問　
４
月
14
日
、
国
に
対
し
玉

川
村
と
し
て
要
望
書
の
提
出
が

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
住
宅
代
替
地
の
取
得
、
造

成
、
移
転
に
関
す
る
相
談
等
、

地
権
者
が
安
心
し
て
居
住
で
き

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

国
が
直
轄
で
の
実
施
す
る
こ
と
。

問　
こ
の
要
望
書
の
回
答
は

あ
っ
た
か
。

答　
口
頭
に
よ
り
、
主
な
も
の

は
、
竜
崎
の
原
作
田
地
区
へ
面

的
移
転
の
場
合
、
国
が
工
事
を

す
る
。

問　
中
地
区
の
施
設
移
転
候
補

一
般
質
問

小
こ ば り

針竹
たけ

千
ち よ

代 議員
地
と
し
て
、
道
上
地
区
の
計
画

が
あ
る
。
国
は
ハ
ウ
ス
移
転
面

積
の
み
工
事
す
る
と
云
っ
て
い

る
が
、
多
く
な
っ
た
場
合
、
そ

の
部
分
の
工
事
も
国
に
要
望
し

て
く
れ
る
か
。

答　
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、
国
の
方
に
工
事
の
要
望
を

す
る
。

問　
村
民
球
技
大
会
は
、
コ
ロ

ナ
の
問
題
も
あ
る
が
、
ソ
フ
ト

答　
村
と
し
て
の
予
算
化
は
し

て
い
な
い
。

問　
国
、
県
、
石
川
郡
４
町

村
も
５
月
よ
り
10
月
ま
で
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
な
の
に
玉

川
村
だ
け
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

合
わ
せ
る
べ
き
で
は
。

答　
全
て
に
お
い
て
、
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
軽
装
に
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
。
相
手

を
不
快
に
さ
せ
な
い
範
囲
に

お
い
て
取
り
組
む
も
の
で
、

Ｑ遊水地要望書
の内容は

Ａ国が主となり
各事業を実
施すること

Ｑ村民球技大会
のあり方は

Ａ意見を聞いて
検討

Ｑ消防屯所へエア
コン設置は

Ａ現時点で設置し
ない

Ｑクールビズを国、
県に合わせては

Ａ柔軟に検討

Ｑ４回目ワクチン
接種は

Ａ８月上旬から

農業施設移転候補地

消防屯所にエアコンを



2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2028年度

・遊水地
　範囲検討

・事業計画
　の検討

遊水地の整備に向けた主な工程

３月～４月
事業計画の
説明会

７月下旬
事業計画の
説明会

５月
宅地の
補償内容提示
用地取得開始

８月下旬
農地の
補償内容提示
用地取得開始

９月
宅地の
用地調査
開始予定

９月下旬～２月
農地の
用地調査

現時点現時点
着工　順次工事進める　完成
４月

（12）令和４年７月14日 議 会 だ よ り

管
理
賦
課
金
」「
事
業
償
還

金
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

別
案
件
と
な
る
の
で
、
事
案

ご
と
に
所
属
す
る
母
畑
地
区

土
地
改
良
区
と
の
協
議
が
必

要
に
な
る
。

問　
土
地
の
買
収
価
格
が

示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
地
権
者

の
方
々
は
、
今
後
の
こ
と
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
不
安

な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
い

つ
頃
土
地
の
買
収
価
格
が
示

さ
れ
る
の
か
。

飯
いいじま

島三
さぶろう

郎 議員

一
般
質
問

答　
令
和
３
年
度
に
用
地

調
査
が
完
了
し
た
分
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
の
夏
頃
に

説
明
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
４
年
度
に
も
用

地
調
査
を
行
う
予
定
が
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
及
び
令
和
４
年
度
の
調
査

を
合
わ
せ
て
、
令
和
５
年
度

に
説
明
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

問　
農
家
住
宅
の
移
転
に

必
要
な
土
地
の
面
積
に
は
上

限
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
上

限
内
で
は
足
り
な
い
場
合
の

対
策
は
。

答　
国
が
代
替
地
整
備
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
の
土
地
面
積
と
同
程
度

の
面
積
を
想
定
し
て
い
る
。

そ
れ
以
上
の
面
積
が
必
要
な

場
合
は
、
国
と
個
別
に
相
談

す
る
こ
と
に
な
る
。

問　
国
営
母
畑
地
区
総
合

農
地
開
発
事
業
の
償
還
金
の

扱
い
は

答　
本
地
区
は
８
工
区
に

該
当
し
て
お
り
、
償
還
金
に

は
「
運
営
賦
課
金
」「
維
持

Ｑ土地の買収価格の提示
時期は

Ａ令和４年の夏頃

Ｑ農家住宅の移転に
　必要な面積の上限は
Ａ現在の土地面積と
　同程度

Ｑ母畑開パの償還金の
扱いは

Ａ土地改良区と協議



（13） 令和４年７月14日議 会 だ よ り

と
し
、
練
習
時
間
は
、
平
日
２
時
間
、

休
日
３
時
間
と
す
る
な
ど
多
忙
化
解

消
に
努
め
て
い
る
。

問　
改
革
の
実
施
に
よ
る
課
題
は

何
か
。

答　
生
徒
の
下
校
時
刻
と
職
員
の

退
勤
時
刻
に
あ
ま
り
差
が
な
い
た

め
、
事
務
整
理
は
時
間
外
勤
務
と

な
っ
て
し
ま
う
。
部
活
動
対
応
で
、

時
間
外
勤
務
の
削
減
に
は
限
界
が
あ

る
。問　

課
題
解
決
に
向
け
て
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
会
議
や
打
合
せ
の
統
合
・
精

選
を
図
る
こ
と
や
、
校
務
の
効
率
化

に
向
け
て
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
図
っ
て
い
く
。
部
活
動
の
外
部

講
師
の
確
保
や
社
会
体
育
へ
の
移
行

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
教
科
担
任
制
の
目
的
は
何

か
。

両
校
と
も
専
科
教
員
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
創
意
工
夫
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
児
童
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　
教
科
指
導
の
専
門
性
を
持
っ

た
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学

級
担
任
以
外
の
教
員
と
の
活
動
が

増
え
る
。
中
学
校
に
入
学
後
、
ス

ム
ー
ズ
に
授
業
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　
教
職
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。答　

教
科
に
専
念
で
き
、
教
科
研

究
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
担

任
と
教
科
担
任
が
指
導
に
当
た
る

た
め
、
児
童
一
人
一
人
の
良
さ
を

伸
ば
し
た
り
、
課
題
や
問
題
傾
向

を
見
出
し
、
多
様
な
支
援
が
可
能

と
な
る
。
学
級
担
任
に
空
き
時
間

が
で
き
、
学
級
事
務
や
授
業
の
準

備
時
間
が
確
保
で
き
る
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。

答　
①
中
学
校
の
学
習
を
見
通

し
、
系
統
的
な
指
導
に
よ
る
円
滑
な

接
続
を
図
る
。
②
教
科
の
専
門
性
を

持
っ
た
教
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
指

導
で
、
授
業
の
質
の
向
上
を
図
り
、

児
童
一
人
一
人
の
学
習
内
容
の
理
解

度
・
定
着
度
の
向
上
と
学
び
の
高
度

化
を
図
る
。
③
学
校
教
育
活
動
の
充

実
の
た
め
、
教
員
の
持
ち
時
間
の
軽

減
や
授
業
準
備
の
効
率
化
に
よ
る
教

員
の
負
担
軽
減
を
図
る
。
④
複
数
の

教
員
の
指
導
に
よ
り
、
多
面
的
に
児

童
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
小
中

学
校
の
連
携
に
よ
り
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
を
図
る
。

問　
村
内
の
小
学
校
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　答　

本
年
４
月
よ
り
一
部
（
理
科・

書
写
・
図
工
・
家
庭
・
英
語
）
教

科
担
任
制
を
実
施
。
玉
一
小
で
は
、

５
・
６
年
生
が
各
２
ク
ラ
ス
あ
る

の
で
、
１
組
と
２
組
で
担
当
教
科

を
分
担
し
て
受
け
持
ち
、
教
頭
及

び
担
任
外
の
教
員
も
担
当
し
て
い

る
。
須
釜
小
で
は
、
学
年
に
よ
る

受
け
持
ち
時
間
数
が
違
う
た
め
、

低
・
中
学
年
の
教
員
が
一
部
の
教

科
を
担
当
し
、
教
頭
・
担
任
外
の

教
員
も
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

大
おお

和
わ

田
だ

 宏
ひろし

 議員

問　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
目

的
は
何
か
。

答　
長
時
間
勤
務
を
改
善
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教
職
員
が
自
ら
学
び
、

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

し
学
校
の
チ
ー
ム
力
や
教
員
の
指
導

力
を
最
大
化
し
、
豊
か
な
教
育
環
境

の
形
成
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。

問　
玉
川
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ

う
な
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。答　

部
活
動
見
直
し
で
は
、
毎
週

水
曜
日
を「
部
活
動
を
行
わ
な
い
日
」

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
大
会
を

除
い
て
、
土
日
の
い
ず
れ
か
を
休
み

Ｑ教員の働き方
改革は

Ａ教員の長時間
勤務の解消

Ｑ小学校教科担
任制とは

Ａ複数の専門性
教員で指導

Ｑ東野の清流
周辺施設の
整備更新は

Ａ総合的に
　検討

改修が望まれるトイレ

問　
汲
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
を

改
修
し
、
照
明
や
水
道
を
整
備

で
き
な
い
か
。

　

防
犯
の
面
か
ら
、
駐

車
場
に
照
明
を
整
備
で

き
な
い
か
。

答　
周
辺
の
自
然
環
境

を
考
慮
し
た
う
え
で
整

備
方
法
や
、
設
置
後
の

維
持
管
理
等
の
問
題
な
ど
を
含

め
て
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

問　
隣
接
す
る
休
耕
地
を
活
用

し
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
で
き

な
い
か
。

答　
東
野
の
清
流
は
、
森
の
駅

ヨ
ッ
ジ
の
利
用
者
を
も
含
め
た

散
策
コ
ー
ス
と
位
置
づ
け
し
て

お
り
、
新
た
な
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
の
整
備
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。



公立岩瀬病院企業団議会・石川地方生活環境施設組合議会・
須賀川地方広域消防組合議会

定例会・臨時会レポート

（14）令和４年７月14日 議 会 だ よ り

公立岩瀬病院企業団議会　　１名出席（大和田　宏議員）
　令和４年３月定例会／令和４年３月29日開催
　　　・専決処分の承認（企業長の給与及び旅費に関する条例の一部改正）…………　承認
　　　・企業団企業長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例　…………　可決
　　　・企業団職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例　………………　可決
　　　・令和４年度企業団病院事業会計予算　……………………………………………　可決
　　　　　　　事業収益　64億6,831万円　　事業費用　69億8,163万円

当村議会から公立岩瀬病院企業団議会へ１名、石川地方生活環境施設組合議
会３名、須賀川地方広域消防組合議会へ１名、それぞれの議会議員として定
例会等へ出席しているよ。
今回は３月定例会以降に開催された公立岩瀬病院企業団議会の概要をお知ら
せするね。

　６月定例会開催に先立ち、６月３日に議会運営委員
会が開催され、会期や日程等が協議され、執行部から
提出議案の説明をうけた。

・令和４年６月10日　
・請願第２号
　地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について

・令和４年６月13日
・請願第３号
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童
生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出について

　委員会に付託された請願について、それぞれの委員会において審議を行い、本会議に発
議を提出し、請願が採択されました。定例会終了後、国の関係する大臣へそれぞれ意見書
を提出した。 

議会・委員会活動

総務産業建設
常任委員会

文教厚生
常任委員会

議会運営
委員会

村の負担金 855万円村の負担金 855万円



（15） 令和４年７月14日議 会 だ よ り

　６月定例会が終了し、その審議結果を
皆さんにお知らせするための議会だより
編集作業の一コマ。
　村内各学校・こども園等から提供され
た写真の中から、広報誌に掲載する写真
の選定を行いました。

広報編集特別委員会では、今回の研修で学んだことを今後の誌面づくりに生かし、
皆さんに読んでもらえるよう頑張りますので、お楽しみに！

研修会名：町村議会広報研修会
　　　　　（福島県町村議会議長会主催）
開催日時：令和４年６月 30日（木）
　　　　　午後１時
開催場所：とうほう・みんなの文化センター
　　　　　（福島市）
研修内容：グラフィックデザイナー
　　　　　長岡光弘氏　の講演
概略：広報誌づくりのポイント等の説明

①住民目線に立ち「目立つ」「見やす
い」「読みやすい」「あきられない」
誌面づくりが大切
②文字列は適度な長さで長すぎない
ようにし、写真やイラストを織り
交ぜる工夫を
③誰に向けて情報発信するのかター
ゲット層を考慮した編集を
④住民が登場するコンテンツ企画を設
けるなど、住民にも誌面に参加して
もらう取り組みが昨今のトレンドに

◇議会だより№１６８号
　発刊にむけて

◇読みやすい議会広報誌づくりのために【研修会参加】

委員会活動

広報編集特別委員会

写真の選定作業のようす

真剣に聞く委員
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（16）令和４年７月14日 議 会 だ よ り

　議会だより、大変わかり易く拝見しています。
　村民の声として多く聞かれるのは、玉川村に
住みたい、地元で働きたいなどではないでしょ
うか？
　なかなか進展がないのが、企業誘致で難しい
ところではあると思いますが、村と共有しなが
ら是非誘致を進めて頂きたいと思いますのでよ
ろしくお願いします。

　日頃より、消防団活動に際し深いご理解とご
協力をいただいていることに感謝申し上げます。
　近年の、少子化は肌で感じるくらい進んでい
る状況と認識します。住宅地拡大の更なる政策
を希望致します。
　人口増を図り、地域活動へ参加頂き地元の安
全・安心、更には、地元の発展につなげて頂き
たいと考えます。

　

梅
雨
入
り
し
ア
ジ
サ
イ
が
鮮
や

か
に
咲
い
て
い
る
が
確
実
に
夏
が

来
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
い
ま

だ
終
息
せ
ず
、
４
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
待
っ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
食
糧
不

足
問
題
が
全
世
界
に
波
及
し
て
い

る
。
日
本
に
は
値
上
げ
の
津
波
が

押
し
寄
せ
る
。

　

自
然
災
害
が
少
な
く
、
世
界
の

平
和
を
願
う
の
み
。

 

（
塩
澤
重
男
）「アジサイのとき」

Vol.22

村民の声

　全国で登下校中の児童生徒が死傷する事
故が相次いでおります。村内でも狭い道路
を飛ばす車がいたり危なさを感じています。
小中学校の通学路の点検を実施し、児童の
安全確保について協議があればと思います。

　近年増えつつある自然災害に対して地元
消防団の活動が重要になっています。その
中で団員の減少、高齢化が進み一人一人の
負担が増えています。新入団員確保に向け
て加入促進の PR 活動の拡充、団員の更なる
待遇改善をお願いしたいです。

◦議会に対して◦議会に対して

◦村に対して◦村に対して

玉川村消防団
川辺分団長

玉川村消防団
団長

関
せき

根
ね

　聡
さとし

さん　
　

佐
さ く ま

久間福
ふく

男
お

さん
　　　　




